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１．はじめに

　公共事業における建設コストの縮減が求められている環境において、構造物に経済性や耐久性、耐震性を

求めることが大きな課題で、鋼とコンクリートを適切に組み合わせた複合構造が注目を集めている。日本鉄

道建設公団では、連続合成桁など負曲げモーメント区間のひび割れ耐久性の確保や、防水工の省略を兼ねた

鋼繊維コンクリート 1)（以下、SFRC）および鋼繊維軽量コンクリート 2)（以下、SFLRC）を用いている。本

稿では供用中の井原鉄道井原線で施工後約４年間が経過した SFRCおよび、建設中の日本鉄道建設公団阿佐

（西）線で施工後約１年間が経過した SFLRCを用いた橋梁の追跡調査内容を報告する。

２．調査対象橋梁概要

　本調査は、鋼繊維の表面錆の発生状況を調査し、そ

の発錆度合いが構造物本体への影響をおよぼすか否か

を過去の知見等を踏まえ、観察することとし、同時に

ひび割れ調査を行った。

　使用コンクリートは井原線の２橋が普通コンクリー

トを使用した SFRC、阿佐線の３橋が人工軽量骨材を

使用した SFLRC である。井原線の２橋は主桁にコン

クリートを巻立てた SRC 主桁をクレーン架設する架

設施工上から、この主桁コンクリートのじん性（タフ

ネス）向上による終局耐力向上を目的に、阿佐線の３

橋はいずれも鋼桁の床版に軽量コンクリートを用いた

構造で、連続合成桁の物部川橋梁が中間支点部６カ所、

下路トラスドランガーの第１手結架道橋と、下路トラスの第５田野架道橋が同目的で床版全体に鋼繊維を混

入している。

　使用した鋼繊維は、いずれも長さ 30mmのものであるが、使用材料の違いにより製造方法、形状が異なる。

３．各橋梁の調査結果および考察

　本調査対象の井原線の SRC 主桁は、1) SFRC を型枠へ流し込んだ施工方法を用い、阿佐線の床版は 2)

SFLRCを橋梁床版に直接打設した施工方法を用いている。

　前者 1)の場合には、型枠側面での発錆は殆ど見受けられなかった。ただし、型枠面ではあっても、表面が

やや粗かったりするとファイバーの露出が認められ、この部分には発錆が認められた。また、型枠の継ぎ目

部からは直角に繊維が飛び出している箇所があり、この箇所には発錆が認められた。

　後者 2)の SFLRC を床版に用いた場合、鋼繊維は床版平面へまんべんなく分散されていた。施工完了して

いる２橋（物部川橋梁と第１手結架道橋）の床版上の表面発錆本数は、鋼繊維混入率の比率（1.5%:1.0%）と

単位体積あたりの補正鋼繊維本数と比較して、顕著な差異は見られない。

　床版上面の仕上げ状況を観察すると、表層部がペースト(モルタル)層で覆われている区間では、鋼繊維の

露出は無い。即ち、錆が殆ど生じていない区域は、コンクリート粗仕上げ数時間後、コンクリートの表面の
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水分が減少した時点で、軽いタッピングを行うことにより、鋼繊維の露出数は少なくでき、発錆も現状以下

に防げるものと考えられる。

　ファイバー露出部において、外気に曝されている部分は錆びているが、このファイバーを引き抜いて調べ

た結果、コンクリート内部に埋まっていた部分は、コンクリート中のアルカリによりファイバー表面が不動

態化皮膜により保護されており、このため、発錆は認められず、耐力的な問題は無いものと考えられる。ま

た、SF(L)RCによる屋外暴露試験結果は試験開始後３年を経過したが、中性化進行速度はほとんど変化がな

い。

４．おわりに

　井原線は主に SRC主桁用に、阿佐線は床版コンクリートにと適用部位は異なるものの、どちらも型枠面に

接するコンクリート表面は鋼繊維による発錆は少なく、コンクリート床版上面に若干の発錆が見られた。こ

の鋼繊維の特有の問題である錆の状況についても、表面上は錆が発生していても、コンクリート中には錆が

全く進行していなかった。つまり、鋼繊維の採用は調査した区間における鋼繊維の腐食による外観上の欠陥

はほとんど見られず、複雑な応力が生じる複合構造の終局耐力向上の一手法として有用な方法である

SF(L)RC自体の性能劣化は無いと判断できた。最後に、現場調査において、供用中の井原鉄道の塩津氏およ

び関係者、調査の立会を快く引き受けていただいた鉄道公団大阪支社関係者、その他鋼繊維メーカー各社、

人工軽量骨材協会の関係者に御協力をいただきました。深く御礼申し上げます。
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